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８　議案の処理状況

第８期沖縄県議会（平成12年６月～同16年６月）

可決等 修正議決 否決 撤回・議決不要 答申（棄却すべき）

議員提出

知事提出

計

区分 提出件数

会議規則

意 見 書

決　　議

議　決　内　訳

予　　算

条例

議決事件

決　　算

諮　　問

　当該任期中において、知事からは、環境影響評価条例、市町村合併支援基金条例、情報公開条例、名誉県
民条例等の議案が、議員からは、政務調査費の交付に関する条例、（米同時テロの影響による本県観光産業
の危機的状況を受け）沖縄観光の安全宣言に関する決議、牛海綿状脳症（BSE）対策に関する意見書、30人
以下学級の早期実現を求める意見書、WTO農業交渉に関する意見書、那覇空港拡張整備に関する意見書等の
議案が提出された。
　なお、港湾管理条例の一部を改正する条例は、継続審議とした後、使用料の値上げ幅を圧縮し修正議決と
なった。その際「民営化に向けて検討委員会を設置する」との付帯決議をつけた。また、議員定数並びに選
挙区及び各選挙区の議員数に関する条例は、選挙区における議員数の異なる２つの議案が上程され、そのう
ち一方が原案可決されたため、もう一方は議決不要となった。

第６期沖縄県議会（平成４年６月～同８年6月）

第７期沖縄県議会（平成８年６月～同12年６月）

　当該任期中において、知事からは、（完全週休二日制とするための）沖縄県の休日を定める条例の一部を
改正する条例、赤土等流出防止条例、(諮問）軌道敷設の特許申請に伴う意見について、日米地位協定の見直
し及び基地の整理縮小に関する県民投票条例、非核・平和沖縄県宣言等の議案が、議員からは、議員の資産
等の公開に関する条例、さとうきび生産者価格引き上げ等に関する意見書、米軍人による女子小学生暴行傷
害事件に関する抗議決議、東シナ海における船舶への威嚇射撃事件等に関する意見書、沖縄振興開発金融公
庫の存続に関する意見書等の議案が提出された。
　なお、平成５年度から同７年度の一般会計当初予算及び平成７年度一般会計補正予算が修正議決となり、
沖縄県水道料金徴収条例の一部を改正する条例が否決となった。

可決等 修正議決 否決 撤回・議決不要 答申（異議はない）

議員提出

知事提出

※可決等には、同意・承認・認定・決定を含む。以下同じ。

宣　　言

議　決　内　訳
提出件数

意 見 書

決　　議

計

予　　算

条例

議決事件

決　　算

諮　　問

区分

　当該任期中において、知事からは、テレホンクラブ等営業の規制に関する条例、福祉のまちづくり条例、
環境基本条例、（那覇国際高校建設用地の）土地の取得について等の議案が、議員からは、（実施機関に県
議会を加えるための）情報公開条例の一部を改正する条例、全県自由貿易地域の展開に関する意見書、沖縄
振興を所管する独立庁の設置に関する意見書、沖縄本島周辺空域における米軍管理の航空機進入管制権の早
期返還を求める意見書、コンピュータ西暦2000年問題における対応等に関する決議等の議案が提出された。
　なお、消費税関連の条例10件が否決となり、平成８年度一般会計補正予算（第４号）は福建・沖縄友好会館
建設追加負担金を削除して修正議決となり、流域下水道維持管理負担金徴収議決の変更２件及び収用委員会
委員２人の任命について1人が否決され、副知事の選任については出席議員の過半数を超えなかったため２回
とも不成立となった。

可決等 修正議決 否決（不成立） 撤回・議決不要 答申（異議はない）

議員提出

知事提出

※（　）内は不成立となった件数で内数であり、無記名投票による表決で可否いずれも出席議員の過半数を超えなかったことによる。

※議決事件は、１件の人事同意議案に対して１人は同意、１人は否決となったため、提出件数と議決内訳の総数とは一致しない。

意 見 書
決　　議

計

区分 提出件数
議　決　内　訳

予　　算

条例

議決事件

決　　算

諮　　問

(  )

(  )
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8　議案の処理状況

第９期沖縄県議会（平成16年６月～同20年６月）
　当該任期中において、知事からは、（オンラインによる手続を可能にするための）行政手続等における情
報通信の技術の利用に関する条例、個人情報保護条例、食品の安全安心の確保に関する条例、後期高齢者医
療財政安定化基金条例、指定管理者の指定について等の議案が、議員からは、（沖縄国際大学構内への）米
軍CH-53Dヘリコプター墜落事故に関する意見書、郵政３事業改革に関する意見書、しまくとぅばの日に関す
る条例、沖縄科学技術大学院大学の早期開学に関する要請決議、地域医療を守るための医師確保に関する要
請決議、（沖縄戦における集団自決への軍の関与を削除した）教科書検定に関する意見書、那覇空港利用航
空機の滑走路増設及び安全対策を求める意見書等の議案が提出された。

可決等 修正議決 否決 撤回・議決不要 答申

議員提出

知事提出

計

意 見 書

決　　議

区分

予　　算

条例

議決事件

決　　算

会議規則

提出件数
議　決　内　訳

第10期沖縄県議会（平成20年６月～同24年６月）
　当該任期中において、知事からは、暴力団排除条例、沖縄IT津梁パーク施設の設置及び管理に関する条
例、（文化観光スポーツ部設置を含む）部等設置条例の一部を改正する条例、（県発注工事の談合に係る）
違約金存否確認等請求調停事件等の調停について等の議案が、議員からは、沖縄県議会基本条例、飲酒運転
根絶条例、不発弾爆発事故への対応及び不発弾等の早期処理に関する意見書、議会100年に関する決議、米
軍普天間飛行場の早期閉鎖・返還と県内移設に反対し、国外・県外移設を求める意見書等の議案が提出され
た。
　なお、（識名トンネル国庫補助金の返還金を含む）一般会計補正予算では、平成５年以来の議長裁決によ
り修正議決となり、知事から沖縄県議会初となる「再議書」が提出された。再議に付しても議決結果は覆ら
なかったため、知事は、議会の承認を得ないまま原案を執行した。
　そのほか、（知事の訪米予算を含む）一般会計補正予算、生活環境保全条例（２度にわたり継続審議）等
が修正議決となり、さらに介護支援専門員資格登録申請等手数料条例の一部改正条例、（男女共同参画セン
ターにおける）指定管理者の指定については継続審議の後、否決となった。
　なお、同センターの指定管理者が決定できなくなったことから、知事から同会期中に、知事が直接管理す
るために「男女共同参画センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例」議案が追加提出され
た。

第11期沖縄県議会（平成24年６月～同28年６月）
　当該任期中において、知事からは、新型インフルエンザ等対策本部条例、海岸漂着物地域対策推進事業基
金条例、障害のある人もない人も共に暮らしやすい社会づくり条例、文化芸術振興条例等の議案が、議員か
らは、公有水面埋立事業における埋立用材に係る外来生物の侵入防止に関する条例、手話言語条例、日台漁
業協定締結に関する意見書、米軍F15戦闘機墜落事故に関する意見書、中国海警局の公船による尖閣諸島海域
での領海侵犯に関する意見書、沖縄戦没者遺骨のDNA鑑定実施に関する意見書等の議案が提出された。
　なお、知事等の給与及び旅費に関する条例の一部改正条例議案は、子どもの貧困対策に早急に対応するた
め撤回された。

可決等 修正議決
さきの議決の
とおり議決 否決 撤回・議決不要 答申（異議はない）

議員提出

知事提出

※（　）内は再議に付された件数で内数である。

会議規則

再　　議

意 見 書

決　　議

計

議　決　内　訳

予　　算

条例

議決事件

決　　算

諮　　問

区分 提出件数

可決等 修正議決 否決 撤回・議決不要 答申（異議はない）

議員提出

知事提出

※報告書は、２つの調査特別委員会（識名トンネル工事契約問題、辺野古埋立承認問題）の調査報告書である。

会議規則

報 告 書

計

決　　算

諮　　問

意 見 書
決　　議

区分 提出件数
議　決　内　訳

予　　算

条例

議決事件

49 45
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8　議案の処理状況

第12期沖縄県議会（平成28年６月～令和２年６月）
　当該任期中において、知事からは、沖縄県住宅宿泊事業の実施の制限に関する条例、沖縄県の契約に関す
る条例、辺野古米軍基地建設のための埋立ての賛否を問う県民投票条例、（ゆいレールの浦添延長に係る）
工事請負契約について等の議案が、議員からは、沖縄県議会議員の議員報酬の臨時特例に関する条例、東村
高江の民間地域における米軍ヘリコプター不時着・炎上事故に関する意見書及び同抗議決議、非核三原則の
堅持と核兵器持ち込み疑惑の解明に関する意見書、こども医療費助成制度の拡充等を求める意見書等の議案
が提出された。
　なお、辺野古埋立てに係る県民投票条例は、継続審議の後に修正議決された。

第13期沖縄県議会（令和２年６月～同６年６月）

　当該任期中において、知事からは、新型コロナウイルス感染症等対策に関する条例、債権管理条例、琉球
歴史文化の日条例、農作物種苗生産条例、観光振興基金条例、差別のない社会づくり条例等の議案が、議員
からは、うるま市の米陸軍貯油施設におけるPFOS等を含む汚染水の流出事故に関する意見書、沖縄振興開発
金融公庫の存続を求める意見書、軽石の大量漂流・漂着に関する意見書等の議案が提出された。
　また、沖縄県議会としては初となる委員会からの議案として、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて
いる観光産業の再興に関する条例が提出され、継続審議の後に全会一致で修正議決された。
　なお、令和３年度一般会計補正予算の編成は、新型コロナウイルス感染症対策等のため22次にも及んだ。
　また、知事から提出された土木建築部所管の２特別会計の補正予算議案は、「議会で議決すべきものでは
ない」と全会一致で動議が可決され議案が返付されたほか、議員から提出された新型コロナウィルス感染症
等対策に関する条例の一部改正条例及び玉城康裕沖縄県知事に対する問責決議は否決された。

可決等 修正議決 否決 撤回・議決不要 返付 答申（異議はない）

議員提出

委員会提出

知事提出

提出件数
議　決　内　訳

予　　算

議決事件

決　　算

区分

諮　　問

計

決　　議

条例

意 見 書

会議規則

可決等 修正議決 否決 撤回・議決不要 答申

議員提出

知事提出

※意見書は２件を併合して１つの意見書とし、決議は２件を併合して１つの抗議決議とする修正議決となったため、提出件数と

議決内訳の総数とは一致しない。

区分

会議規則

意 見 書

提出件数
議　決　内　訳

予　　算

条例

議決事件

決　　算

決　　議

計

1 14 4 2796 784


